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今
年
も
「
二
〇
二
一
年
版
中 

小
企
業
白
書
と
小
規
模
白
書
」

が
中
小
企
業
庁
よ
り
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
「
小
規
模
企
業
白
書
」

は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

第
一
部
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え

た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
動
向
に
関
す
る
分
析
に
加
え
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

労
働
生
産
性
，
開
廃
業
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
第
二
部
で
は

感

染

症

に

よ

る

消

費

者

の
意

識
・
行
動
の
変
化
、
小
規
模
事 

                   

業
者
の
対
応
や
経
営
環
境
の
変

化
に
強
い
小
規
模
事
業
者
の
特

長
や
商
工
会
・
商
工
会
議
所
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
分

析
し
て
い
る
。 

 

中
小
企
業
白
書 

■
新
型
コ
ロ
ナ
が
中
小
企
業

に
与
え
た
影
響 

 

「

二

〇

二

一

年

版 

中

小

企

業

白

書

」

の

テ

ー

マ

は

「

危

機

を

乗

り

越

え

、

再

び

確

か

な

成

長

軌

道

へ

」
。

新

型

コ

ロ

ナ

が

中

小

企

業

に

与

え

た

影

響

を

分

析

し

、

そ

の

実

態

が

述

べ

ら

れ

て

い

ま

す

。 

 

中

小

企

業

へ

の

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

に

よ

れ

ば

、

新

型

コ

ロ

ナ

に

よ

る

企

業

活

動

へ

の

影

響

に

つ

い

て

、

二

〇

二

一

年

三

月

時

点

で

「

影

響

が

継

続

し

て

い

る

」

と

回

答

し

た

企

業

は

七

一

・

三

％

と

な

っ

て

お

り

、

中

小

企

業

が

引

き

続

き

厳

し

い

状

況

に

置

か

れ

て

い

る

こ

と

が

伺

え

る

。 

 

一

方

、
持

続

化

給

付

金

な

ど

の

給

付

実

績

は

上

が

っ

て

お

り

、

二

〇

二

〇

年

五

月

の

申

請

受

付

開

始

後

、

二

〇

二

一

年

二

月

時

点

で

約

四

二

三

万

件

、

約

五

・

五

兆

円

の

給

付

が

行

わ

れ

て

い

る

。 

金

融

支

援

の

拡

大

や

持

続

化

給

付

金

の

実

績

が

上

が

る

中

で

、

企

業

の

倒

産

件

数

は

下

が

っ

て

き

て

お

り

、

こ

う

い

っ

た

大

規

模

支

援

が

功

を

奏

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。 

ま

た

、

新

型

コ

ロ

ナ

の

流

行

下

に

お

い

て

も

新

製

品

の

開

発

や

新

事

業

分

野

へ

の

進

出

な

ど

が

で

き

て

い

る

企

業

ほ

ど

、

事

業

環

境

の

変

化

に

対

応

で

き

て

い

る

こ

と

が

分

か

り

る

。 
 

損

益

分

岐

点

比

率

が

高

い

と

言

わ

れ

る

中

小

企

業

の

中

で

も

、

こ

う

い

っ

た

不

確

実

性

の

高

い

時

代

を

変

化

の

転

機

と

捉

え

、

自

社

の

強

み

を

生

か

し

て

新

た

な

事

業

に

取

り

組

ん

で

い

る

企

業

は

、

成

長

の

チ

ャ

ン

ス

を

得

る

こ

と

が

で

き

て

い

る

と

分

析

し

て

い

る

。 

■
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

成
果
が
出
な
か
っ
た
企
業
の
共

通
点 

 

新

型

コ

ロ

ナ

は

、
大

企

業

だ

け

で

な

く

中

小

企

業

に

お

い

て

も

、

デ

ジ

タ

ル

化

に

対

す

る

意

識

を

高

め

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

中

小

企

業

の

デ

ジ

タ

ル

化

に

関

す

る

調

査

に

お

い

て

、

デ

ジ

タ

ル

化

に

つ

い

て

事

業

方

針

上

の

優

先

度

が

「

高

い

」

と

「

や

や

高

い

」

を

合

わ

せ

た

回

答

割

合

は

、

コ

ロ

ナ

禍

以

前

の

四

五

・

六

％

か

ら

コ

ロ

ナ

禍

後

に

は

六

一

・

六

％

ま

で

上

昇

し

て

い

る 

 

一

方

、
デ

ジ

タ

ル

化

推

進

に

よ

る

効

果

が

出

な

か

っ

た

と

回

答

し

て

い

る

企

業

は

、

効

果

が

出

た

と

回

答

し

て

い

る

企

業

に

比

べ

、

「

明

確

な

目

的

・

目

標

が

定

ま

っ

て

い

な

い

」

こ

と

や

「

資

金

不

足

」
、
「

ア

ナ

ロ

グ

的

な

文

化

・

価

値

観

が

定

着

し

て

い

る

」

こ

と

を

課

題

と

し

て

挙

げ

る

割

合

が

高

く

、

こ

う

い

っ

た

こ

と

が

デ

ジ

タ

ル

化

に

よ

る

効

果

を

阻

む

要

因

と

な

っ

て

い

る

と

推

察

さ

れ

る

。 

 

■
調
査
か
ら
見
え
る
中
小
企

業
と
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
の
す
れ
違

い 

 

他

方

、
中

小

企

業

の

Ｉ

Ｔ

ベ

ン

ダ

ー

の

活

用

状

況

を
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見

る

と

、

社

内

に

Ｉ

Ｔ

人

材

が

少

な

い

と

思

わ

れ

る

小

規

模

企

業

ほ

ど

Ｉ

Ｔ

ベ

ン

ダ

ー

の

活

用

割

合

が

低

く

な

っ

て

お

り

、

Ｉ

Ｔ

活

用

に

消

極

的

な

傾

向

が

あ

る

こ

と

が

伺

え

ま

す

。 

未

だ

中

小

企

業

の

Ｉ

Ｔ

ニ

ー

ズ

は

、

既

存

シ

ス

テ

ム

の

保

守

・

運

用

が

中

心

と

な

っ

て

い

る

こ

と

が

見

て

取

れ

ま

す

。 

 

小
規
模
企
業
白
書 

 

■
第
一
部
令
和
二
年
度
小
規

模
事
業
者
の
動
向 

小
規
模
企
業
の
売
上
高 

 

売
上
高
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
及
び
二
〇
一
一
年
の
東
日

本
大
震
災
後
に
大
き
く
落
ち
込

み
、
二
〇
一
三
年
ご
ろ
か
ら
横

ば
い
で
推
移
し
た
後
、
二
〇
一

六
年
半
ば
よ
り
増
加
傾
向
と
な

っ
て
い
た
。
二
〇
一
九
年
以
降

は
減
少
傾
向
に
転
じ
た
中
で
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
げ

高
は
さ
ら
に
減
少
し
た
。 

 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
労
働
生
産
性 

 

将
来
的
に
人
口
減
少
が
見
込

ま
れ
る
中
、
わ
が
国
経
済
の
更

な
る
成
長
の
た
め
に
は
、
企
業

全
体
の
九
九
・
七
％
を
占
め
る

中
小
企
業
の
労
働
生
産
性
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
中

小
企
業
の
労
働
生
産
性
は
製
造

業
、
非
製
造
業
と
も
に
大
き
な

落
ち
込
み
は
な
い
も
の
の
、
長

ら
く
横
ば
い
傾
向
が
続
い
て
い

る
。 

 

開
廃
業
の
状
況 

 

わ
が
国
の
開
業
率
は
一
九
八

八
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
低
下
傾

向
に
転
じ
た
後
，
二
〇
〇
〇
年

代
を
通
じ
て
穏
や
か
な
上
昇
傾

向
で
推
移
し
て
き
た
が
、
足
元

で
は
再
び
低
下
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。
廃
業
率
は
一
九
九
六
以

降
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
た

が
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
は
低
下

傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。 

■
第
二
部 

消
費
者
の
意
識

変
化
と
小
規
模
事
業
者
の
底
力 

 

感
染
症
流
行
に
よ
る
消
費
者

の
意
識
・
行
動
の
変
化 

 

総
務
省
「
家
計
調
査
」
に
お

け
る
主
要
品
目
の
消
費
額
の
推

移

を

示

し

た

も

の

を

見

る

と

「
食
料
」
な
ど
の
支
出
弾
力
性

の
低
い
品
目
や
「
理
美
容
サ
ー

ビ
ス
」
な
ど
の
生
活
必
需
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
影
響
は
小
さ
い
。

一
方
、
「
交
際
費
」
や
「
外
食
」

な
ど
外
出
を
伴
う
品
目
や
、「
被

覆
及
び
履
物
」
や
「
教
養
娯
楽

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
支
出
弾
力

性
の
高
い
品
目
に
つ
い
て
は
前

年
ま
で
と
比
較
し
て
、
低
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。 

 

経
営
環
境
の
変
化
に
強
い
小

規
模
事
業
者
の
特
長 

 

強
味
・
課
題
分
析
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
者
や
、
そ
れ

ら
を
経
営
分
析
に
ま
で
活
用
し

て
い
る
者
ほ
ど
感
染
症
流
行
に

よ
る
経
営
環
境
の
変
化
へ
対
応

で
き
て
い
る
者
の
割
合
が
高
い
。 

 

常
連
客
や
上
顧
客
と
の
関
係

性
を
維
持
で
き
て
い
る
者
は
、

日
頃
か
ら
の
顧
客
と
の
関
係
づ

く
り
と
し
て
双
方
向
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て

い
る
割
合
が
高
い
。 

ま
た
、
日
頃
か
ら
地
域
と
の

つ
な
が
り
大
幅
に
し
て
い
る
小

規
模
事
業
者
は
感
染
症
流
行
後

に
於
い
て
も
地
域
と
の
つ
な
が

り
に
支
え
ら
れ
、
売
り
上
げ
を

維
持
し
て
い
る
者
が
存
在
す
る
。 

 

自
社
ま
た
は
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
・
技
術
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

い
る
者
ほ
ど
、
回
復
し
て
い
る

事
業
者
の
割
合
は
高
く
、
感
染

症
流
行
後
に
於
い
て
も
顧
客
や

消
費
者
の
支
持
を
得
ら
れ
て
い

る
。 

 

商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
相

談
実
態 

 

感
染
症
流
行
前
は
「
支
援
策

(

補
助
金
・
給
付
金
・
助
成
金
申

請
等)

の
情
報
提
供
」
や
「
補
助

金
・
給
付
金
。
助
成
金
申
請
」

に
加
え
、
「
営
業
・
販
路
開
拓
」

や
「
経
営
計
画
の
策
定
」
の
相

談
件
数
が
多
い
と
回
答
す
る
者

も
一
定
程
度
存
在
し
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
四
～
六
月
は
「
支

援
策(

補
助
金
・
給
付
金
・
助
成

金
・
融
資
制
度
等)

の
情
報
提

供
」「
補
助
金
・
給
付
金
・
助
成

金
申
請
」
、
「
資
金
繰
り
」
の
件

数
が
多
い
と
回
答
し
た
も
の
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。 

 

十
一
月
～
十
二
月
に
な
る
と

「
資
金
繰
り
」
は
減
少
し
、「
営

業
・
販
路
開
拓
」
や
「
経
営
計

画
の
策
定
」
の
相
談
件
数
が
多

い
と
回
答
す
る
者
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
事
業

者
の
活
動
が
足
元
の
資
金
確
保

か
ら
売
り
上
げ
の
維
持
、・
拡
大

へ
徐
々
に
移
行
し
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
体

を

通

し

て

感

染

症

流

行

後

も

「
廃
業
」
の
相
談
件
数
が
大
幅

に
は
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
が

確
認
で
き
る
。 

参
考
資
料
「
中
小
企
業
だ
よ

り
七
月
号
」
よ
り 

     

           
 

                 



 

 

■
最
低
賃
金
に
つ
い
て 

 

東
京
都
の
最
低
賃
金
が
十
月

一
日
よ
り
時
間
額
一
，
〇
四
一

円(

引
上
げ
額
二
十
八
円) 

に 

改
正
さ
れ
ま
す
。 

 

使
用
者
に
は
罰
則
を
も
っ
て

最
低
賃
金
額
以
上
の
支
払
い 

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
都
内
で
は
最
低 

賃
金
に
満
た
な
い
金
額
で
の 

賃
金
支
払
い
や
求
人
に
関
す 

る
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
て 

お
り
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
要 

因
の
一
つ
と
し
て
適
用
さ
れ 

る
最
低
賃
金
に
対
す
る
理
解 

不
足
や
最
低
賃
金
額
を
知
ら 

な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ 

ま
す
。 

 

未
然
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

た
め
に
は
、
広
く
多
く
の
方 

々
に
最
低
賃
金
額
を
知
っ
て 

貰
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者 

か
ら
の
相
談
を
無
料
で
受
け

る
「
東
京
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
や
業
務

改
善
助
成
金
等
の
各
種
助
成

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 

業
務
改
善
助
成
金
制
度
と

は
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
を
支
援
し
、
事
業
場

内
で
も
っ
と
も
低
い
賃
金(

事

業
内
最
低
賃
金)

の
引
き
上
げ

を
図
る
た
め
の
制
度
。 

 

業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
電
話
は
、
六
三
八

八-

六
一
五
五 

 

今
回
こ
の
ラ
ベ
ル
ニ
ュ
ー

ス
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
参

考
く
だ
さ
い
。 

   

組
合
員
名
簿
の
訂
正 

  

組
合
員
名
簿
の
十
七
ペ
ー
ジ

西
支
部
の
㈱
サ
ト
ー
モ
ノ
づ
く

り
本
部
の
代
表
者
が
櫛
田
晃
裕

氏
と
あ
る
の
は
、
笹
原
美
徳
氏

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

ま
た
、
九
ペ
ー
ジ
の
東
支
部

㈱
近
代
社
の
代
表
者
・
高
桑
健

三
氏
は
逝
去
さ
れ
た
た
め
、
新

し
い
代
表
者
に
渡
部
信
博
氏
が

就
任
し
て
い
ま
す
。 

  

五
ペ
ー
ジ
の
関
係
団
体
及
び

業
界
紙
の
㈱
日
報
ア
イ
ビ
ー
が
、

日
報
ビ
ジ
ネ
ス
㈱
に
、
住
所
も

東
京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町

三
の
一
の
五
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。 

 

                                 

東京都最低賃金改正のお知ら 
東京都最低賃金（地域別最低賃金）は令和３年１０月１日から 

時間額１，０４１円に改正されます。 

 ※ 都内で労働者を使用するすべての事業場及び同事業場で働くすべての労働者

（都内の事業場に派遣中の労働者を含む）に適用されます。 

※ 最低賃金の引上げに向けた環境整備のための支援策として、業務改善助成金等

各種助成金制度を設けています。 

 

＜問合先＞ 

東京都最低賃金について 

 東京労働局労働基準部賃金課（TEL03-3512-1614（直通)) 

 東京働き方改革推進支援センター（TEL0120-232-865） 

 業務改善助成金について 

   令和３年度業務改善助成金コールセンター（TEL03－6388－6155） 

東京働き方改革推進支援センター（TEL0120-232-865）    

   東京労働局雇用環境・均等部企画課（TEL03-6893-1100（直通) 



  

  

 

昭

和

四

十

五

年

に

こ

の

業

界
に
入
っ
て
か
ら
五
十
年
と
い

う
歳
月
の
中
で
、
多
く
の
人
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
、
親
し
い

友
人
も
多
く
で
き
ま
し
た
が
、

本
当
の
意
味
で
の
親
友
、
真
の

友
と
言
え
る
の
は
数
人
だ
け
で

す
。 そ

の

う

ち

の

一

人

は

恩

田

製
作
所
社
長
の
恩
田
博
氏
で
す
。

恩
田
さ
ん
と
初
め
て
会
っ
た
の

は
、
た
ぶ
ん
私
が
ラ
ベ
ル
新
聞

に
入
社
し
た
頃
な
の
で
、
昭
和

五
十
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
二
十
七
、
八
歳
、
恩
田
さ

ん
が
二
十
四
、
五
歳
で
し
た
。 

初

め

は

取

材

で

会

社

へ

お

邪
魔
し
た
り
、
業
界
の
会
合
な

ど
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
飲

み
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
頃
の
恩
田
さ
ん
は
、
自
称

ダ
ス
テ
ィ
・
ホ
フ
マ
ン(

？)

を

気
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と

な
く
ウ
マ
が
合
い
、
い
つ
し
か

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
付
き
合
い

が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

私
が
平
成
元
年
に
組
合
へ 

     入
っ
て
か
ら
は
、
今
で
い
う
パ

ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め
に
遭
い
、
そ

の
都
度
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
っ

た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
っ
た

り
し
ま
し
た
。 

そ

の

後

当

時

の

不

二

紙

工

の
塩
飽
一
夫
さ
ん
が
仲
間
に
加

わ
る
よ
う
に
な
り
、
「
三
人
会
」

な
る
も
の
が
い
つ
の
間
に
か
で

き
、
錦
糸
町
や
湯
島
へ
飲
み
に

行
く
こ
と
が
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。 

そ
の
時
一
夫
さ
ん
が
「
ぼ
く

は
仕
事
で
海
外
に
飛
び
回
っ
て

い
る
が
、
韓
国
だ
け
は
行
っ
た

こ
と
が
な
い
」
と
言
う
の
で
、

そ
れ
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
韓

国
行
き
が
決
定
、
そ
の
翌
日
に

は
航
空
券
と
ホ
テ
ル
の
手
配
が

終
わ
り
、
三
人
で
韓
国
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。
私
と
恩
田
さ
ん

は
す
で
に
何
回
も
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
一
夫
さ
ん
は
初
め
て

の
韓
国
が
よ
ほ
ど
気
に
入
っ
た

の
か
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し

て
二
回
目
の
韓
国
行
き
と
な
り

ま
し
た
。 

普
段
は
メ
ー
ル
を
し
て
も 

     

何
日
も
返
信
が
な
い
の
に
、

「
ぼ
く
の
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン

ト
が
た
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
で
三
人
で
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
、
飛
行
機
は
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
、
ホ
テ
ル
は
セ
ミ
ス
イ
ー
ト

を
予
約
し
、
そ
の
都
度
メ
ー
ル

を
送
っ
て
き
ま
し
た
。 

三

人

は

私

が

年

長

者

で

し

た
が
、
二
、
三
歳
し
か
違
わ
ず
、

お
互
い
に
利
害
関
係
が
な
く
、

合
っ
て
も
仕
事
の
話
は
し
な
い

の
で
、
お
互
い
に
気
が
楽
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
長

い
付
き
合
い
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

あ

る

日

一

夫

さ

ん

の

お

父

さ
ん
の
塩
飽
望
さ
ん
と
会
合
で

お
会
い
し
た
時
に
笑
い
な
が
ら

「
本
間
さ
ん
、
う
ち
の
一
夫
に

恩
田
さ
ん
と
二
人
で
悪
い
遊
び

を
教
え
て
く
れ
て
い
る
み
た
い

だ
ね
」
と
、
言
わ
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
一
夫
さ
ん
も

病
魔
に
襲
わ
れ
、
二
〇
〇
九
年

七
月
に
五
十
五
歳
の
若
さ
で
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。
い
つ
も

酒
を
飲
む
時
に
は
、
自
分
で
イ

ン
ス
リ
ン
を
注
射
し
て
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く

逝
っ
て
し
ま
う
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私

と

恩

田

さ

ん

が

シ

ョ

ッ

ク
を
受
け
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
二
年
経
っ

た
今
で
も
二
人
で
飲
ん
だ
時
に

は
一
夫
さ
ん
の
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
ま
す
。 

恩
田
さ
ん
と
は
月
に
一
、
二

回
ラ
ン
チ
を
一
緒
に
し
ま
す
が
、

さ
す
が
に
今
は
カ
ラ
オ
ケ
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
酒
を
飲
む
と
楽

し
い
酒
に
な
る
恩
田
さ
ん
や
、

他
の
協
賛
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
で

い
つ
し
か
「
ホ
ン
マ
会
」
な
る

も
の
が
で
き
、
ゴ
ル
フ
や
飲
み

会
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
恩
田
さ
ん
と
い
う
存
在

が
あ
っ
て
こ
そ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

六
年
前
に
私
が
再
婚
し
、
海

外
で
挙
式
し
た
際
に
は
、
当
然

の
こ
と
の
よ
う
に
出
席
し
て
く

れ
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。 

出

会

っ

て

か

ら

五

十

年

近

く
が
経
ち
、
お
互
い
に
歳
は
取

り
ま
し
た
が
、
真
の
友
達
と
し

て
今
後
も
付
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
(

続
く)

 

 

                                 

 

振
り
返
れ
ば
五
十
年 

私
の
ラ
ベ
ル
業
界
半
世
記 

専
務
理
事 

 

本 

間 

敏 

道 
(

⒔)
 



   
■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は 

消

費

税

一

〇

％

へ

の

引

き

上
げ
に
と
も
な
っ
て
、
二
〇
二

三
年
十
月
一
日
（
令
和
五
年
十

月
一
日
）
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
仕

入
税
額
控
除
（
課
税
売
上
か
ら

課
税
仕
入
に
関
す
る
消
費
税
を

控
除
す
る
こ
と
）
を
受
け
る
た

め
の
新
た
な
改
正
で
す
。 

導
入
後
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
を
納
め
る
必
要
の
あ
る
企
業

や
個
人
事
業
主
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
免
税
事
業
者
に
つ
い
て

も
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
い
つ
か
ら
改
正
に
な
る
の

か
？
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
内
容

と
個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
へ
の
影
響
は
？
な
ど
の
注
意

点
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
ま
し
た
。 

通
称
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

と
い
わ
れ
る
新
し
い
制
度
の
正

式
名
称
は
、「
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
」
で
す
。
具
体
的
に
は

下
記
の
要
件
を
満
た
し
た
請
求

書
や
納
品
書
を
交
付
・
保
存
す 

る
制
度
で
す
。 

   

①

適

格

請

求

書

発

行

事

業

者
の
、
氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ

び
登
録
番
号 

②
取
引
年
月
日 

③
取
引
内
容
（
軽
減
税
率
の

対
象
品
目
で
あ
る
場
合
は
そ
の

旨
） ④

税

率

ご

と

に

合

計

し

た

対
価
の
額
お
よ
び
適
用
税
率 

⑤
消
費
税
額 

⑥

書

類

の

交

付

を

受

け

る

事
業
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称 

こ
れ
に
と
も
な
い
、
課
税
事

業
者
で
あ
る
取
引
先
か
ら
の
求

め
に
対
し
、
適
格
請
求
書
を
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
充
分
考
え
ら

れ
ま
す
。 

■
イ
ン
ボ
イ
ス=

適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
と
は
？. 

 
 

「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
と
は
「
適

用
税
率
や
税
額
の
記
載
を
義
務

付
け
た
請
求
書
」
の
こ
と
で
す
。 

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
は
こ
の

「
記
載
義
務
を
満
た
し
た
請
求

書
」
に
よ
っ
て
消
費
税
を
計
算

し
納
付
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

制
度
で
す
。 

現
在
、
消
費
税
率
は
原
則
一

〇
％
で
す
が
、
食
品
や
定
期
購 

  

 

読
の
新
聞
な
ど
に
つ
い
て
は 

「
八
％
の
軽
減
税
率
」
が
適
用

さ

れ

て

い

ま

す

。

つ

ま

り

一

〇
％
と
八
％
、
二
つ
の
税
率
が

混
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

そ
こ
で
、
売
り
手
が
買
い
手
に

対
し
て
こ
の
商
品
に
課
税
さ
れ

て
い
る
消
費
税
が
一
〇
％
な
の

か
？
八
％
な
の
か
？
を
伝
え
る

必
要
が
出
て
き
ま
す
。 

結
果
と
し
て
「
商
品
に
課
税

さ
れ
て
い
る
消
費
税
率･

消
費

税
額
を
請
求
書
の
な
か
で
明
記

す
る
」
と
い
う
「
適
格
請
求
書

(

イ
ン
ボ
イ
ス)

方
式
」
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
背
景

で
す
。 

適

格

請

求

書

方

式

に

よ

る

請
求
書
に
基
づ
き
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
を
計
算
し
、
証
拠

資
料
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
を

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」

と
呼
び
ま
す
。 

で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

求
め
る
「
適
格
な
請
求
書
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
？ 

 

結
論
か
ら
言
う
と
、
現
在
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
「
区
分
記
載

請
求
書
」
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
登
録
番
号
」
「
適
用
税
率
」

「
消
費
税
等
の
額
」
が
追
加
さ

れ
た
請
求
書
を
指
し
ま
す
。 

■
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
み

が
登
録
で
き
る 

請

求

書

を

発

行

す

る

全

て

の
人
が
「
適
格
請
求
書
」
を
発

行
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
発
行
す
る
要
件
と
し
て
「
消

費
税
の
課
税
事
業
者
」
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
部
を
除

き
、
商
取
引
に
は
通
常
「
消
費

税
」
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

消
費
税
は
「
消
費
者
か
ら
預

か
っ
た
税
金
」
で
す
の
で
、
国

に
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
一
年
間
の
課
税

売
上
高
が
一
千
万
円
未
満
の
事

業
者
に
つ
い
て
は
納
税
が
免
除

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
消
費
税
の
「
免
税
事

業
者
」
で
す
。
消
費
税
を
納
め

て
い
な
い
事
業
者
で
あ
る
「
免

税
事
業
者
」
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
か
ら
除
外
さ
れ
「
適
格
請
求

書
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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ご
存
知
で
す
か
？ 

イ
ン
ボ
イ
ス=

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
と
は 

https://biz.moneyforward.com/blog/20520/
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https://biz.moneyforward.com/words/taxes/
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https://biz.moneyforward.com/invoice/basic/48071/


     

ミ
ヤ
コ
シ(
千
葉
県
習
志
野
市

津
田
沼
一-

十
三-
五)

は
、
ラ
ベ

ル
印
刷
市
場
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
小
型
・
低
価
格
を
実
現
す

る
機
械
と
し
て

M
L
P

1
0

i
を
開

発
し
ま
し
た
。
扱
い
や
す
く 

      

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

  

         

  

ル 

） 

と
， 

「M
L

P
1

0
i

」（
ウ 

 

小
回
り
の
利
く
同
機
は
、
従
来

機
の
高
品
質
は
そ
の
ま
ま
に
、

従
来
機
よ
り
さ
ら
に
損
紙
を
減

ら
し
、
今
ま
で
に
な
い
低
印
刷

コ
ス
ト
を
実
現
可
能
と
し
ま
し

た
。
日
本
市
場
の
コ
ス
ト
パ
フ 

                       

    

ォ
ー
マ
ン
ス
要
求
を
満
た
す
ミ

ヤ
コ
シ
初
の
小
型
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
機
で
す
。 

 
M

L
P

シ
リ
ー
ズ
に
は
こ
の
他

に
、「M

L
P

1
3

C

」「M
L

P
1

3
M

」 

が

あ

り

ま

す

が

、

今

回

の

「M
L

P
1

0
ì

」
は
先
行
モ
デ
ル

で
あ
る
『M

L
P

1
3

C

』
の
表
現

力
、
再
現
性
を
継
承
し
な
が
ら

も
、
生
産
ボ
リ
ュ
ー
ム
へ
の
柔

軟
な
対
応
、
省
ス
ペ
ー
ス
へ
の

対
応
を
実
現
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
ミ
ヤ
コ
シ
で

は
独
自
の
技
術
力
に
よ
り
、
高

品
質
、
高
精
度
、
さ
ら
に
は
、

後
加
工
機
と
の
連
携
な
ど
、
多

様
化
す
る
ラ
ベ
ル
印
刷
市
場
の

課
題
に
応
え
て
行
く
と
し
て
い

る
。 同

機
の
特
長
と
し
て
は
、 

ウ
ル
ト
ラ
コ
ン
パ
ク
ト
設
計 

全

長

六

ｍ

以

内

を

実

現

し

た
こ
と
に
よ
り
、
限
り
あ
る
ス

ペ
ー
ス
で
も
設
置
可
能 

低
価
格 

従

来

機

の

品

質

を

受

け

継

ぎ
な
が
ら
も
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
提
供
可
能 

高
生
産
性 

   

 

コ

ン

パ

ク

ト

設

計

な

が

ら

実
稼
働
速
度
と
し
て
一
二
〇
シ

ョ
ッ
ト/

分
の
高
生
産
性
を
実

現 

※
基
材
等
印
刷
条
件
に
よ

り
ま
す 

 

従
来
機
と
同
様
、
天
地
長
依

存
の
無
い
シ
ョ
ッ
ト
数
設
定
が

可
能 

 

主
な
使
用
は
次
の
通
り
。 

 

■
機
械
長
さ=

六
〇
〇
〇
㎜

以

内

■

最

大

用

紙

幅=

二

七

九
・
四
㎜
■
最
大
印
刷
幅=

二

五
四
・
〇
㎜
■
最
大
給
紙
径=

六
〇
〇⏀

 

Ｍ

Ｌ

Ｐ

シ

リ

ー

ズ

に

は

オ

プ
シ
ョ
ン
で
ユ
ニ
ッ
ト
の
増
設

が
可
能
で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ス

ク
リ
ー
ン
・
フ
ラ
ッ
ト
ス
ク
リ

ー
ン
、
ホ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
ス
タ

ン
プ
は
イ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ

イ
ン
を
問
わ
ず
導
入
が
可
能
。 

 

変

形

カ

ス

上

げ

は

特

殊

な

形
状
で
あ
っ
て
も
安
定
し
た
巻

き
上
げ
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ら

オ
プ
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
付
加
価

値
の
高
い
製
品
が
出
来
上
が
り

ま
す
。 

 

                               

  

第
一
八
七
回 

「
ミ 

ヤ 

コ 

シ
」 

 
 

な 

る 
 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
間欠オフセットラベル印刷機を発売  

MLP10i ウルトラコンパクトモデル  

 


